
  2021 年（令和三年）8 月 7 日　 　白門経友会    　 　　第 79 号（1）

コ
ロ
ナ
禍
で
の
国
際
交
流

経
済
学
部
准
教
授 　

武
田　

勝

　

経
済
学
部
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
取
り

組
み
の
一
環
で
あ
る
、
G
F
S
（
グ
ロ
ー

カ
ル
・
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
）

と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
し
て
、
武
田

ゼ
ミ
で
は
、
二
〇
一
六
年
度
か
ら
韓
国
の

釜
山
教
育
大
学
の
学
生
と
の
交
流
会
を
続

け
て
き
て
い
ま
す
。

　

釜
山
教
育
大
学
は
小
学
校
教
員
養
成
の

単
科
大
学
で
す
。
将
来
、
韓
国
の
小
学
校

教
員
に
な
る
学
生
た
ち
と
の
草
の
根
交
流

が
、
日
韓
関
係
の
改
善
に
ほ
ん
の
少
し
だ

け
で
も
役
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
の
期
待

の
下
に
、
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

武
田
ゼ
ミ
の
G
F
S
は
二
年
生
を
対

象
と
し
て
い
ま
す
。
一
テ
ー
マ
あ
た
り
一

時
間
が
割
り
当
て
ら
れ
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
と
質
疑
応
答
を
英
語
で
行
い
ま

す
。
こ
れ
を
二
校
で
六
テ
ー
マ
分
お
こ
な

い
ま
す
。
テ
ー
マ
は
、
経
済
だ
け
で
な

く
、
お
互
い
の
文
化
の
紹
介
な
ど
も
含
み

ま
す
。

　

韓
国
の
学
生
に
英
語
で
プ
レ
ゼ
ン
を
し

ま
す
の
で
、
日
本
人
同
士
で
は
成
り
立
つ

で
あ
ろ
う
暗
黙
の
前
提
が
成
り
立
ち
ま
せ

ん
。
た
と
え
ば
、
相
撲
の
力
士
に
つ
い
て

話
す
場
合
、「
ち
ょ
ん
ま
げ
」
を
私
た
ち

は
あ
る
程
度
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
が
、
韓
国
の
学
生
は
ま
っ
た
く

想
像
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う

相
手
に
、
い
か
に
英
語
で
伝
わ
る
プ
レ
ゼ

ン
を
行
う
か
。
そ
う
し
た
こ
と
を
、
こ
れ

ま
で
日
本
で
過
ご
し
、
日
本
語
母
語
話
者

で
あ
る
ゼ
ミ
生
た
ち
は
、
否
応
な
く
（
英

語
が
で
き
な
い
こ
と
も
含
め
て
）
学
び
ま

す
。
こ
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
日
本
語
で

行
わ
れ
る
三
年
次
の
経
済
学
部
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。
以
上
の
よ
う
な
目
的
を
も
っ
た
交
流

会
は
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
オ
ン
ラ

イ
ン
交
流
会
で
も
、
あ
る
程
度
達
成
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
現
地
に
行
っ
て
こ
そ
の
学
び
も

あ
る
で
し
ょ
う
。
た
と
え
ば
、
前
回
の
釜

山
で
の
交
流
会
は
、
二
〇
一
九
年
三
月
一

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
三
一
独
立
運
動
の

百
周
年
と
な
る
年
で
、
マ
ス
コ
ミ
で
は
、

渡
韓
は
危
険
だ
と
喧
伝
し
て
い
た
と
思
い

ま
す
。現
地
入
り
し
た
学
生
の
も
と
に
は
、

保
護
者
の
方
々
か
ら
、
危
険
で
は
な
い
か

と
の
安
否
確
認
が
頻
繁
に
あ
り
ま
し
た
。

で
す
が
、
現
地
に
い
れ
ば
マ
ス
コ
ミ
か
ら

流
さ
れ
る
情
報
に
か
な
り
の
切
り
取
り
が

あ
る
こ
と
が
体
感
で
き
ま
す
。ま
さ
に「
百

聞
は
一
見
に
如
か
ず
」
を
実
体
験
し
ま

す
。
経
済
学
部
が
提
供
す
る
G
F
S
の

「
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」
に
は
、

こ
う
し
た
学
び
に
も
期
待
が
込
め
ら
れ
て

い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
国
際
交
流
の
敷
居
が
低
く
な
っ
た
こ

と
は
新
た
な
発
見
で
も
あ
り
ま
し
た
。
双

方
の
良
い
面
を
活
か
し
つ
つ
、
今
後
も

G
F
S
が
学
生
の
大
き
な
学
び
に
な
る

よ
う
運
用
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

2021年 2月に行われた、釜山教育大学とのオンライン国際交流の様子

　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
ご
心
労
を
抱
え
な
が

ら
お
過
ご
し
に
な
ら
れ
て
い
る
方
も
多
い

こ
と
で
し
ょ
う
。
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。
マ
ス
ク
で
の
仕
事
や
生
活
も

す
っ
か
り
日
常
化
し
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
皆
様
体
調
に
お
気
を
つ
け
て
、
健
や

か
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
中
央
大
学
は
、
昨
年
度
に
続
き

今
年
も
五
輪
を
意
識
し
た
学
年
暦
で
、
例

年
よ
り
少
し
早
く
前
期
授
業
を
終
了
し
ま

し
た
。
感
染
防
止
策
と
し
て
、
集
合
型
授

業
と
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
と
を
組
み
合
わ
せ

た
実
施
で
し
た
。
対
面
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
は

残
念
で
す
が
、
他
方
で
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活

用
し
た
様
々
な
新
し
い
試
み
も
な
さ
れ
て

お
り
、
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
央
大
学
は
今
年
も

　
　
暑
い
夏
を
迎
え
て
い
ま
す



  2021 年（令和三年）8 月 7 日　 　白門経友会    　 　　第 79 号（2） 

第
三
一
回
定
期
総
会
資
料

第
１
号
議
案
（
１
）　二
〇
二
〇
年
度
活
動
報
告

 

Ⅰ  
会
議

１
．
二
〇
二
〇
年
度
定
期
総
会

二
〇
二
〇
年 
八
月
十
七
日
（
月
）

　
　
　

 

～　

八
月
二
二
日
（
土
）

白
門
経
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
以
下

の
資
料
を
閲
覧
、
持
ち
回
り
審
議

▼
第
1
号
議
案

二
〇
一九
年
度
活
動
報
告
及
び
決
算
報
告

▼
第
2
号
議
案

二
〇
二
〇
年
度
活
動
計
画
及
び
予
算
案

▼
第
3
号
議
案

そ
の
他
報
告
事
項

常
任
幹
事
会

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
通
常
の
常
任
幹
事
間

と
の
や
り
と
り
と
は
別
に
常
任
幹
事
会

と
し
て
の
会
議
を
以
下
の
日
程
で
行
い

ま
し
た
。
主
に
会
報
の
内
容
企
画
や
進

め
方
に
つ
い
て
調
整
等
を
い
た
し
ま
し

た
。

　

・
二
〇
二
〇
年
八
月
十
七
日
（
月
）

　
　
　
　
　

～　

八
月
二
二
日
（
土
）

　

・
二
〇
二
〇
年
十
二
月
七
日
（
月
）

　

・
二
〇
二
一
年
二
月
二
五
日
（
木
）

 

Ⅱ  

行
事

１
．
常
任
幹
事
会
で
の
学
生
と
の
交
流

従
前
よ
り
継
続
し
て
実
施
し
て
き
て

い
る
活
動
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
今
年
度
は
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
間
接
的
に
は
会

報
の
記
事
の
投
稿
を
学
生
に
依
頼
し

実
質
的
に
は
交
流
し
て
お
り
ま
す
。

2
．
キ
ャ
リ
ア
講
演
会
の
開
催 　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
今
年
度
は
実
施
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
二
〇
一
九
年

十
二
月
六
日（
金
）に
開
催
し
た
キ
ャ

リ
ア
講
演
会
で
の
OB
の
安
藤
磐
氏
の

ご
講
演
の
内
容
を
会
報
の
記
事
と
し

て
掲
載
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ご
自

分
の
会
社
の
起
業
か
ら
優
良
企
業
へ

の
発
展
に
関
す
る
体
験
談
を
踏
ま
え

た
も
の
で
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
に

関
す
る
問
題
意
識
を
深
め
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

３
．
授
業
協
力
者
の
派
遣

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
今
年
度
は
実
施
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

４
．
経
和
会
懇
親
会
に
参
加
（
中
止
）

残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
の
関
係
で
今

年
度
も
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

 

Ⅲ  

会
報
の
発
行

今
年
度
は
以
下
の
通
り
三
回
発
行
い

た
し
ま
し
た
。

第
七
六
号 

二
〇
二
〇
年
十
月
五
日
発
行

第
七
七
号 

二
〇
二
一
年
一
月
二
二
日
発
行

第
七
八
号 

二
〇
二
一
年
三
月
三
一
日
発
行

 

Ⅳ  

学
生
へ
の
呼
び
か
け

従
前
よ
り
各
ゼ
ミ
学
生
と
の
交
流
を

広
げ
る
た
め
に
前
述
の
と
お
り
常
任

幹
事
会
な
ど
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け

て
き
ま
し
た
が
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
今

年
度
も
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

第
2
号
議
案
（
１
）
二
〇
二
一
年
度
活
動
計
画

 

Ⅰ  

会
議

１
．
二
〇
二
一
年
度
定
期
総
会

二
〇
二
一
年
七
月
二
六
日
（
月
）　

　
　

 

～　

八
月
六
日
（
金
）

白
門
経
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
持

ち
回
り
審
議

2
．
幹
事
会

年
三
回
程
度
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
す
る
。

 

Ⅱ  

行
事

１
．
学
部
授
業
・
ゼ
ミ
へ
の
協
力
。

オ
フ
ラ
イ
ン
で
実
施
可
能
な
場
合

は
、
学
外
お
よ
び
会
員
か
ら
の
講
師

の
推
薦
を
経
友
会
と
し
て
協
力
支
援

す
る
。

２
．
学
部
行
事「
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

等
へ
の
協
力
。

オ
フ
ラ
イ
ン
で
実
施
可
能
な
場
合

は
、
担
当
す
る
学
生
委
員
会
及
び
学

生
運
営
委
員
会
等
と
連
絡
を
取
り
つ

つ
全
面
的
に
協
力
す
る
。

３
．
中
央
大
学
「
夢
」
企
画
に
お
け
る
諸
活

動
へ
の
支
援
協
力
、
情
報
提
供
を
行

う
。

４
．
オ
フ
ラ
イ
ン
で
実
施
可
能
な
場
合

は
、白
門
経
友
会
三
〇
年
目
を
迎
え
、

会
員
同
士
の
親
睦
を
計
り
教
職
員
及

び
学
生
と
の
交
流
を
深
め
る
行
事
を

行
う
。

 

Ⅲ  

会
報
発
行

会
報
「
白
門
経
友
会
」
を
年
三
回
発

行
す
る
。
な
お
、
前
年
度
同
様
に
原

則
と
し
て
紙
ベ
ー
ス
で
の
発
行
を
取

り
や
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

と
す
る
。

 

Ⅳ  

そ
の
他

１
．
学
部
の
活
動
状
況
を
、
積
極
的
に
会

報
を
通
し
て
広
報
す
る
。

２
．
オ
フ
ラ
イ
ン
で
実
施
可
能
な
場
合
は
、

多
数
が
参
加
可
能
な
講
演
等
の
開

催
。
あ
る
い
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
可
能

な
講
演
を
行
う
。

３
．
白
門
経
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容

の
充
実
化
と
し
て
学
生
お
よ
び
外
部

有
識
者
か
ら
の
投
稿
を
進
め
る
。

４
．
以
上
の
活
動
を
通
し
て
入
会
呼
び
か

け
の
強
化
。
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収入の部 支出の部

科目 金額 科目 金額
前年度繰越金 923,844 総会費 0

会費収入 275,210 会報発行費 0

総会費収入 0 HP維持費 26,400

寄付金収入（学員会） 100,000 交流費 3,000

受取利息 5 振込手数料 330

通信費 24,360

学部への寄付金 300,000

雑費 1,056

小計 355,146

次年度繰越金 943,913

合計 1,299,059 合計 1,299,059

収入の部 支出の部

科目 金額 科目 金額

前年度繰越金 943,913 総会費 100,000

会費収入 270,000 会報発行費 20,000

懇談会会費収入 30,000 HP維持費 30,000

寄付金収入（学員会） 100,000 交流費 100,000

受取利息 3 振込手数料 1000

通信費 50,000

雑費 30,000

小計 331,000

次年度繰越金 1,012,916

合計 1,343,916 合計 1,343,916

次年度繰越金内訳

三井住友銀行八王子支店 普通預金 244,080

ゆうちょ銀行 通常貯金 665,320

現金 34,513

合計 943,913

2020 年度　決算報告書

自 2020 年 4 月 1 日　　至 2021 年 3 月 31 日　　（単位：円）

自 2021 年 4 月 1 日　　至 2022 年 3 月 31 日　　（単位：円）

2021 年度　予算報告書
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え
、あ
の
先
生
が　
シ
リ
ー
ズ
㉜　

　
　
　

経
済
学
部
教
授　

阿
部　

顕
三

　

一
昨
年
度
に
経
済
学
部
に
着
任
し
ま
し

た
、
阿
部
顕
三
と
申
し
ま
す
。
大
学
院
修

了
後
、
名
古
屋
市
立
大
学
、
立
命
館
大
学
、

大
阪
市
立
大
学
、
大
阪
大
学
で
の
勤
務
を

経
て
本
学
に
着
任
し
ま
し
た
。
関
西
圏
で

長
く
生
活
し
、
還
暦
を
過
ぎ
て
の
異
動
と

い
う
こ
と
で
多
少
不
安
も
あ
り
ま
し
た

が
、
経
済
学
部
の
先
生
方
や
事
務
職
員
の

方
々
は
大
変
親
切
で
、
無
事
に
こ
ち
ら

で
の
生
活
に
も
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

経
済
学
部
で
は
、
ご
退
職
さ
れ
ま
し
た

長
谷
川
聰
哲
教
授
の
担
当
科
目
「
国
際
経

済
政
策
」
を
引
き
継
ぎ
、
他
に
演
習
科
目

を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
コ

ロ
ナ
の
関
係
で
、「
国
際
経
済
政
策
」
は

完
全
に
オ
ン
ラ
イ
ン
、
演
習
科
目
も
ほ

と
ん
ど
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
っ
て
お
り
ま

す
。
携
帯
も
ガ
ラ
ケ
ー
を
使
っ
て
い
た
私

に
と
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
講
義
を
行
う
こ

と
は
戸
惑
い
の
連
続
で
し
た
が
、
そ
れ
も

徐
々
に
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
情
報
関
連
の

技
術
革
新
に
驚
く
と
と
も
に
、
そ
う
い
っ

た
急
激
な
時
代
の
変
化
に
つ
い
て
く
こ
と

の
大
変
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

専
門
は
国
際
経
済
学
で
す
が
、
そ
の
な

か
で
も
国
際
貿
易
や
貿
易
政
策
に
関
す
る

理
論
的
研
究
で
す
。「
理
論
的
研
究
」
と

書
く
と
非
常
に
抽
象
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持

た
れ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
経
済
学
（
ミ

ク
ロ
経
済
学
や
マ
ク
ロ
経
済
学
）
を
国
際

経
済
の
諸
問
題
に
応
用
す
る
も
の
で
、
取

り
扱
っ
て
い
る
テ
ー
マ
自
体
は
現
実
の
経

済
に
密
接
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
は
こ
の
二
十
年
間
の
間
に

T
P
P
を
含
む
数
々
の
経
済
連
携
協
定

を
締
結
し
、
貿
易
の
自
由
化
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
間
の
ニ
ュ
ー
ス

な
ど
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
貿
易
自
由

化
に
対
し
て
は
い
つ
も
賛
否
両
論
が
あ
り

ま
す
。
自
由
化
に
よ
っ
て
輸
入
品
が
安
く

な
る
た
め
に
消
費
者
は
利
益
を
享
受
で
き

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
輸
入
競
争
産
業

が
よ
り
厳
し
い
国
際
競
争
に
さ
ら
さ
れ
る

た
め
、
そ
の
産
業
に
携
わ
っ
て
い
る
人
々

は
損
失
を
被
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
貿
易

の
自
由
化
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
国
民
の
利

益
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
否
か
と

い
っ
た
問
題
に
は
経
済
学
の
理
論
を
使
っ

て
考
え
る
こ
と
が
非
常
に
有
用
で
す
。
ど

こ
ま
で
分
か
り
や
す
く
説
明
で
き
た
か
分

か
り
ま
せ
ん
が
、『
貿
易
自
由
化
の
理
念

と
現
実
』（
N
T
T
出
版
）
と
い
う
著
書

で
解
説
し
ま
し
た
。

　

前
任
校
の
大
阪
大
学
で
は
経
済
学
部

長
・
経
済
学
研
究
科
長
や
大
学
の
理
事
・

副
学
長
な
ど
を
歴
任
し
、
大
学
の
行
政
に

も
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
国
立
大
学
は
文

部
科
学
省
、
公
立
大
学
は
そ
の
地
方
公
共

団
体
の
影
響
を
強
く
受
け
ま
す
が
、
私
立

大
学
は
そ
れ
ぞ
れ
大
学
で
個
性
を
も
っ
た

大
学
運
営
や
教
育
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

編
集
後
記

　

例
年
白
門
経
友
会
の
総
会
は
、
公
開

記
念
講
演
会
、
懇
親
会
を
通
じ
て
、
OB
、

教
員
、
学
生
が
直
接
交
流
で
き
る
よ
い

機
会
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、

今
年
度
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
と
な

り
ま
す
。
早
く
集
合
型
で
の
実
施
が
可

能
と
な
る
こ
と
を
切
に
望
ん
で
や
み
ま

せ
ん
。

　

ま
た
次
号
で
は
、
記
念
講
演
会
に
代
わ

り
、
米
田
貢
先
生
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
く

予
定
で
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

（
幹
事
長　

濱
岡　

剛
）

経済学部創立百周年記念奨学金へ
募金のお願い（目標金額　6,000万円）

学生のキャリア形成を金銭面か
ら後押しする「経済学部創立百
周年記念奨学金」の原資が、三
年後にも尽きようとしています。
経済学部創立百周年に寄せられ
た篤志から創設され、以来十年
間で約二百名の学生を後押しし、
各々が大きな成果を挙げてきた
本奨学金を、これからの学生た
ちにも同様の制度として継続し
たく、現奨学金への追加という
形で皆様の支援を賜りたくお願
い申し上げます。

募金方法や税制上の優遇措置など、詳
しくは WEB サイトをご覧ください。中
央大学ホームページの経済学部トップ
から黄色のバナーをクリック。スマホ
は QR コード読込みでお進みください。

　

中
央
大
学
は
長
い
歴
史
と
伝
統
を
持

ち
、
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
す
ば
ら
し

い
個
性
を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

環
境
の
中
で
教
育
・
研
究
に
携
わ
れ
る
こ

と
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
本

学
の
発
展
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。


